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下
関
市
教
育
委
員
会
で
は
、
多
年
長
門

国
府

の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
発
掘

要

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
す
で
に
多
大

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
成
果
の

一

紀

に
長
門
国
分
寺
の
連
綿
た
る
法
灯
の
流
れ

を
基
壇
や
多
く
の
遺
品
か
ら
立
証
し
、兄

た
こ
と
が
ま
ず
算
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
報
告
書

『
長
門
国
府
-
長
門
国
府
周
辺

学

一
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

・
W
』

(昭
和
五
五
年
刊
)
が
そ
う
し
た
成
果
の
詳
細
克
明

大

㎜
な
記
録
で
あ
る
・

良

こ
の
報
告
書
の
中
に
実
に
興
味
ぶ
か
い
遺
物
が
見
出
さ
れ
る
。
人
名
を
墨
書
し

奈

一
た

一
五
五
枚
も
の
埴
皿
の
発
見
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
名
を
墨
書
し
た
埴

一
皿
は
、
ま
た
墨
書
を
見
な
い
埴
皿
約

一
〇
〇
枚
と
共
に
、
長
門
国
分
寺
の
江
戸
時

…

代
初
期

の
溝

の
最
下
層
上
面
に

一
括
し
て
廃
棄
さ
れ
た
状
況
で
発
見
さ
れ
注
目
を

…
惹
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
埴
皿
に
は
大
小
あ
り
、
径

一
〇
弛ン前
後

の
浅

い
皿

…
が
多
く
、
径
七
勉ン前
後
の
深
い
皿
が
若
干
ま
じ
る
が
、
共
に
こ
う
し
た
墨
書
の
人

.
名
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一

こ
う
し
た
埴
皿
を
特
色
ず
け
て
い
る
墨
書
さ
れ
た
人
名
を
検
討
す
る
と
、
光
明

皇
后
宮
、
常
栄
様
、
洞
春
様
と
い
っ
た
名
を
除
く
と
、
残
る
全
て
が
僧
名
と
死
者

追
贈
の
法
号
戒
名
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

}

常
栄
様
が
毛
利
隆
元
、
洞
春
様
が
毛
利
元
就
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
こ
の
こ
と
は

一
層
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
長
門
国
分
寺
に
関
連
を
も
つ
僧
侶
、
結
縁
、
有
縁

の
者

の
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
五
五
枚
の
埴
皿
に
見
え
る
こ
う
し

た
ゆ
か
り
の
人
名
は
六
三
名
、
別
に
妙
法
寺
代
々
、
西
大
寺
代
々
と
い

っ
た
有
縁

寺
院
の
名
も
あ
り
、
そ
の
墨
書
に
至
る
経
緯
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
三
名

の
人
名
と
二
寺
代
々
の
言
葉
が
埴
皿
に
墨
書
さ
れ
る
、
そ
の
根
源
は
、

人
名
の
脇
に
記
さ
れ
た
数
字
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
五
五
枚
の
人
名

墨
書
埴
皿
の
中
、
実
に
五
二
枚
に
こ
の
数
字
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
数
字
の
み

を
書
く
も
の
、
数
字

の
頭
に

「第
」
字
を
冠
す
る
も
の
、
数
字
の
脚
に

「
日
」
字

を
配
す
る
も
の
の
三
種
が
あ
り
、
例
え
ば
真
誉
と
墨
書
し
た
四
枚

の
埴

皿
で

は

四
、
四
、
四
日
、
四
日
と
記
し
、
清
照
と
墨
書
し
た
四
枚

の
埴
皿
で
は
第
四
、
第

四
、
四
、
四
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
は

「第
四
日
」
と
記
す
べ
き
も
の
を

略
し
て
三
種
の
書
き
様
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の

「第
四
日
」
と
記
す
語
句
は
、
直
ち
に
過
去
帳
な
り
位
牌
を
媒
体
に
し
て

「忌

日
」
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
寺
刹
で
は
過
去
帳
の
忌
日
の
も
と
に
死
者
を

配
書
し
、
位
牌
に
は
死
者

の
も
と
に
忌
日
を
配
書
す
る
、
そ
う
し
た
形
で
死
者
の

忌
日
の
明
示
と
追
善
の
備
え
を
行
う
の
で
あ
る
。
長
門
国
分
寺
発
見
の
人
名
墨
書

埴
皿
の
人
名
と
数
字
は
、
長
門
国
分
寺
に
お
い
て
江
戸
時
代
初
期
、
埴
皿
に
死
者

*考 古学 研究室(昭 和59年9月25日 受理)
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の
戒
名
、
法
号
、
僧
号
を
記
し
、
忌
日
を
筆

し
て
追
善
の
供
養
を
行
な

っ
た
こ
と

を
雄
弁
に
物
語
る
重
要
な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

長
門
国
分
寺
を
め
ぐ
る
追
善
の
供
養
法
会
遺
品
、
考
古
学
が
は
じ
め
て
手
に
す

る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
実
態
を
い
ま
少
し
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

一

五
五
枚

の
人
名
墨
書
埴
皿
に
見
え
る
人
名

は
六
三
名
、
同

一
の
名
が
多
く
の
埴
皿

に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
名

一
皿
例
は

一
六
名

一
六
皿
、

一
名
二
皿
例
は

二
七
名
五
四
皿
、

一
名
三
皿
例
は
八
名
二
四
皿
、

一
名
四
皿
例
は

一
〇
名
四
〇
皿

一
名
五
皿
例
は

一
名
五
皿
、

一
名
六
皿
例

は

一
名
六
皿
あ
り
、

一
名

一
皿
例
の

一

六
名
中
二
名
は
判
読
の
如
何
に
よ
っ
て
は

一
名
三
皿
例
の
各
々
と
同

一
人
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、

一
名

一
皿
例
が

一
四
名
、

一
名
三
皿
例
が
六
名
に

減
じ
、

一
名
四
皿
例
が

一
二
名
四
八
皿
と
な
り
、
同

一
戒
名
を
二
、
四
皿
と
い
う

二
極
に
弁
別
し
て
記
す
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
傾
向
と
関
連
し
て
、
人
名
墨
書
埴
皿
に
は
先
述
し
た
と

お
り
、
墨
書
を
も
た
ぬ
同
形
同
大
の
埴
皿

一
〇
〇
枚
前
後
が
共
存
し
て

一
括
廃
棄

汐園
寓

諭駕
斑

隠壌
奪

ノ

、

/
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嚇
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綱
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
供
養
法
会
に
同
時
に
同
様
に
共
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
論
を
倹
た
な
い
だ
け
に
、

一
名

一
皿
例
、

一
名
二
皿
例
、

一
名
三
皿
例
な
ど
に

伴
い
、
人
名
を
墨
書
す
る
こ
と
な
く
用
い
た
と
し
て
、

一
名
四
皿
例
を
標
準
と
し

必
要
皿
数
を
算
出
す
れ
ば

一
一
〇
皿
、
結
果
、
発
掘
さ
れ
た
墨
書
の
な
い
埴
皿
約

一
〇
〇
皿
に
近
似
し
た
数
値
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
名
墨
書
埴
皿
と
補
完
し

合
う
形
で
の
共
用
を
暗
示
す
る
上
、

一
名
に
四
埴
皿
を
用
い
る
シ
ス
テ
ム
で
供
養

法
会
さ
れ
る
姿
が
浮
か
び
上
る
の
で
あ
る
。

調
査
で
は
、

一
括
廃
棄
さ
れ
た
二
五
〇
枚
前
後
の
埴
皿
を
発
見
状
況
か
ら
五

一

群
に
群
別
し
て
い
る
。
こ
の
群
別
を
利
用
し
、
同

一
人
の
埴
皿
を
検
討
し
て
い
く

と
同
群
、
ま
た
は
隣
接
群
内
に
見
ら
れ
る
埴
皿
は
必
ず
二
皿
で
あ
り
、
三
皿

・
四

皿
と
多
く
の
墨
書
埴
皿
を
も

つ
人
名
の
場
合
で
も
二
皿
が
同
群
か
隣
接
群
、
他
は

遊
離
し
て
そ
れ
ぞ
れ
他
群
に
混
じ
り
合
う
。

こ
う
し
た
傾
向
は
二
皿
が
常
に
近
接

し
た
位
置
、
残
る
二
皿
は
別
位
置
と
い
っ
た
形
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
。
同
名
墨
書
埴
皿
が
二

・
四
皿
と
二
極
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
の
も
こ
う
し
た
用
い
方
に
係
る
も

の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
追
善
の
供

養

・
法
会
に
お
い
て
仏
前
の
仏
供
、
位
牌

の
献
供
と
し
て
用
い
る
、
そ
う
し
た
異

る
使
い
分
け
、
異
る
配
置
の
場
異
る
時
が
見
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

戒
名
を
記
し
忌
日
を
書
く
、
そ
う
し
た
埴
皿
が
死
者

の
追
善
、
供
養
法
会

の
用

と
し
て
存
在
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
に
明
瞭
と
な
っ
た
。
二
日
良
顕
、
三

日
清
照
、
四
日
清
頼
、
五
日
自
登
、
六
日
回
義
、
七
日
秀
恵
と
続
き
、
二
十
日
妙

栄
に
終
る

一
八

(
一
六
)
名

の
忌
日
の
連
続
は
、
ま
さ
に

「
過
去
帳
」
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
長
門
国
分
寺
に
お
け
る

一
種
の
追
善
法
会
実
修

の
模

様
を
具
体
的
に
語
る
重
要
な
遺
品
と
見
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
人
名
墨
書
埴
皿
を
凝
視
す
る
と
興
味
ぶ
か
い
視
点
が

拓
け
て
来
る
。
記
さ
れ
た
人
名
の
語
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
第

一

は

「大
内
代

々
」

の
語
で
あ
る
。

こ
の
大
内
代

々
が
長
門
、
周
防
、
安
芸
、
備
後
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備
中
、
石
見
、
出
雲
、
伯
書
、
豊
前
、
讃
岐
に
範
図
を
確
保
し
て
い
た
大
内
家
の

代
々
を
指
呼
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
所
、

別

の
埴

皿

「
盛

見
」

・

「義
隆
」
の
名
は
大
内
盛
見
、
大
内
義
隆
で
あ
り
、
大
内
家
代

々
の
霊
位

」
と
共
に
特
別
に
.」
う
し
た
大
内
家
由
縁
の
檀
禁

供
養
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
大
内
家
は
天
文
二
〇

(
一
五
五

一
)
年
、
義
隆
が
陶
晴
賢
に
殺
害
さ
れ
て
滅

再
麺

瀧
翻豚韓

璽
舗

誰

調雑

配
講

碧

に

尊
称

「
様
」
を
付
し
毛
利
家

の
庇
護

の
許
に
長
門
国
分
寺
が
息
ず
き
・
こ
の
法

皿
奈

毛
利
家
と
も
深
く
係
り
合

っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
・
長
門

号m

国
分
寺
を
支
え
る
政
治
世
界
の
主
家
、
大
内

・
毛
利
家
が
追
善
法
会
の
重
要
な

一

舞

劃
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

要

一
方
、
埴
皿
の
人
名
中
に
長
門
国
分
寺

を
と
り
ま
く
法
縁
の
人
名
を
見
る
こ
と

紀

も
ま
た
可
能
で
あ
る
。
長
門
国
分
寺
僧

「良
顕
」
、
周
防
国
分
寺
中
興

「興
尊
」
、

周
防
国
司
上
人

「妙
祐
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
周
防
、
長
門
両
国
、
地
許
の
常

学

日
頃
ふ
か
い
関
係
を
も
つ
人
々
の
名
で
あ

り
、
そ

の
密
接
な
関
係
が
追
善
に
あ
た

大

り
想
起
さ
れ
、
或
は
日
常
常
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
供
養
の
対
象
と
な

っ

良

}
た
の
で
あ
る
。

奈

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た

一
群
の
人
名
と
趣
き
を
異
に
す
る
人
名
が
見
ら
れ
る
。

一

「西
大
寺
代

々
」
に
代
表
さ
れ
る
西
大
寺
有
縁
の
人

々
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
西
大

一
寺
代

々
」
が
大
和
平
城

の
西
大
寺
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
所
、
埴
皿
墨
書

の
人
名
が
雄
弁
に
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
興
律
大
徳
」

の
表
現
は
真
言
律
宗
の

祖
、
西
大
寺
開
山
興
正
菩
薩
叡
尊
を
指
し
、

「慈
真
」
は
西
大
寺
二
代
長
老
信
空

上
人
、

「性
喩
」
は
叡
尊

の
高
弟
、
西
大
寺
第
二
阿
闇
梨
位
に
あ
っ
た
本
照
上
人

で
あ
る
。
従

っ
て

「
西
大
寺
代
々
」
の
表
現
が
南
都
西
大
寺

の
法
累
に
係
る
者

の

一
表
現
で
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
西
大
寺
所
蔵

『
西
大

寺
代
々
長
老
名
』
を
経
く
と

一
層
、
西
大
寺

の
関
係
が
明
確
と
な
る
の
で
あ
る
。

同
書
に
は
、
西
大
寺
第
三
九
代
長
老
高
珠
和
尚
、
第
四
二
代
長
老
高
範
和
尚
、
第

四
四
代
長
老
高
秀
和
尚
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
長
老
の
名
こ
そ
埴
皿

の
墨
書
人
名

に
見
ら
れ
る
高
珠
、
高
範
、
高
秀
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
叡
尊
、

慈
真
、
性
喩
の
三
和
尚
は
鎌
倉
時
代
の
西
大
寺
を
彩
る
高
僧
で
あ
る
が
、
高
珠
、

高
範
、
高
秀

の
三
和
尚
は
戦
国
、
桃
山
時
代
の
交
の
西
大
寺
を
彩
る
高
僧
で
あ
り

西
大
寺

の
二
つ
の
時
期

の
人
々
が
こ
の
墨
書
人
名
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
西
大
寺
で
は
第
六
代
長
老
高
海
和
尚
以
来
、
二
九
代
高

算
和
尚
、
三
四
代
高
仲
和
尚
、
三
五
代
高
森
和
尚
、
三
七
代
高
実
和
尚
、
四

一
代

高
興
和
尚
と
高
字
冠
称

の
僧
名
が
続
出
し
て
お
り
、
長
老
位
に
な
い
僧
に
も
高
字

冠
伝
の
流
れ
が
見
ら
れ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。
埴
皿
の
墨
書

「高
尊
」
・
「高
恵
」

・
「
高
勝
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
そ
う
し
た
法
嗣
法
累
に
係
る
僧
名
で
あ

っ
た
と
見

る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

西
大
寺
長
老
代

々
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
の
西
大
寺
の
諸
和
尚
の
名
が
長
門
国
分

寺
発
見
の
埴
皿
に
墨
書
さ
れ
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
説
く
の
は

埴
皿
に
見
え
る
墨
書
人
名

「後
醍
醐
」
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
、
西
大
寺
長
老

第
二
代
信
空
和
尚
に

「
慈
真
」
和
尚
の
号
を
勅
賜
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
後
醍
醐
帝

は
西
大
寺

の
大
き
な
庇
護
者
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、

こ
の
西
大
寺
長
老
第
二
代
慈

真
和
尚
は
、
時

の
上
皇
後
宇
多
上
皇
の
帰
依
を
得
、
上
皇
い
ま
だ
天
皇
執
政

の
問

諸
国
国
分
寺
を
西
大
寺

の
子
院
と
な
す
と
の
院
宣
を
発
し
、
併
せ
て
六
六
部
廻
国

順
礼
も
西
大
寺

の
所
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
る
。

『
西
大
寺
末
寺
帳
』
を

経
く
と
、
越
中
、
加
賀
、
尾
張
、
丹
後
、
因
幡
、
讃
岐
、
伊
予
、
周
防
国
分
寺
の

名
と
並
ん
で
長
門
国
分
寺

の
名
が
末
寺
と
し
て
見
え
、
後
宇
多
天
皇

の
院
宣
が
実

効
あ
る
動
き
で
あ

っ
た
こ
と
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の
で
あ

る
。

『
西
大
寺

末
寺

帳
』
中
の

『諸
国
末
寺
帳
配
羅

』
に
は
、
長
門
国
分
寺
に
注
し
て

「昔

ハ
西
室
興

泉
和
上
御
代

二
元
宿
坊
中
請

ル
」
と
い
っ
た
記
事
を
見
る
よ
う
に
西
大
寺
、
長
門

国
分
寺
間

の
本

・
末
寺
関
係
は
緊
密
に
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
想
え
ぽ
、
聖
徳
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「
太
子
」、

弘
法

「大
師
」、
「光
明
皇
后
宮
」
な
ど
の
墨
書
も
本
寺
た
る
西
大
寺

を
介
し
て
始
め
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

西
大
寺
長
老
代

々
の
内
、
興
律
大
徳
叡
尊
、
慈
真
、
性
喩
と
い
っ
た
興
律
時
1

一
真
言
律
宗
弘
布
の
寺
、
西
大
寺
の
初
期
を
彩

る
高
僧
名
と
は
別
に
、
西
大
寺
長
老

三
九
代
高
珠
和
尚
、
四
二
代
高
範
和
尚
、

四
四
代
高
秀
和
尚
の
名
が
埴
皿
の
墨
書

に
見
え
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
想
起
さ
れ
る

一
僧
侶
が
あ
る
。
西
大

寺
第
四
五
代
長
老
高
久
和
尚
が
そ
の
人
で
あ

る
。

「
高
」
字
を
冠
し
、
高
珠
、
高

興
、
高
範
、
高
秀
と
続
く
西
大
寺
長
老
の
法

嗣
に
頻
出
す
る
高
字
を
継
承
し
て
居

り
、
法
弟
と
し
て
嗣
出
す
る
様
子
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第
四
五
代
高

久
和
尚

に
注
し
て

『
西
大
寺
代

々
長
老
名
』

は
重
要
な
記
述
を
の
こ
し
て
い
る
。

鱈

尾
御
宇

第
四
+
五
高
久
和
尚
難
擁

鷺

鰹

筋
替

と
あ
る
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
長
門
国
分
寺
発
見
埴
皿
に
見
え
る
西
大
寺
長
老
、

高
珠
、
高
範
、
高
秀
和
尚
の
法
脈
を
継
承
す

る
僧
侶
と
し
て
、
法
弟
と
し
て
実
は

高
久
和
尚

の
存
在
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
事
実
は
、

こ
の
西
大
寺

第
四
五
代
長
老
高
久
和
尚
の
経
歴
に
あ
る
。

こ
の
高
久
和
尚
が
防
長
国
分
寺
に
止

住
し
た
僧
で
あ
り
西
大
寺
長
老
と
し
て

一
〇
年
の
間
在
職
し
た
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
彼

の
存
在
を
通
じ
て
始
め
て
、
こ
の
長
門
国
分
寺
発
見
人
名
墨
書
埴
皿
の
持

つ
意
義
が
解
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

長
門
国
分
寺
で
実
修
さ
れ
た
法
会
が
こ
の
西
大
寺
長
老
高
久
和
尚
を
中
心
に
展

開
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
長
門
国
分
寺
僧

「良
顕
」
、

周
防
国
分
寺
中

興

「興
尊
」
な
ど
は
防
長
国
分
寺
止
住
の
経
緯
を
も

つ
高
久
和
尚

の
当
然
祀
る
べ

き
先
霊
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

「
大
内
代

々
」
「
盛
見
」
「義
隆
」
は
長
門
国
分
寺
の

栄
耀

の
日
の
大
檀
越
で
あ
り
、
大
内
家
を

つ
い
だ
毛
利
家

の

「
常
栄
様
」

「
洞
春

様
」
も
ま
た
長
門
国
分
寺
の
新
し
き
大
檀
越

で
あ
り
、
大
檀
越
家
の
先
亡
と
し
て

共
に
多
年
、
高
久
和
尚
が
長
門
国
分
寺
に
あ

っ
て
祀
る
べ
き
先
霊
で
あ

っ
た
と
い

え
よ
う
。
周
防
国
司
上
人

「妙
祐
」
も
ま
た
同
様
、
長
門
国
分
寺
、
周
防
国
分
寺

の
庇
護
者

の

一
人
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
高
久
和
尚
が
西
大
寺
第
四
五
代
長
老
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
事

実
で
あ
る
。
西
大
寺
が
真
言
律
宗
の
本
寺
と
し
て
基
礎
を
固
め
た
初
期
の
高
僧
、

「興
律
大
徳
」
叡
尊
、
「
慈
真
」
「性
喩
」
の
名
は
末
寺
長
門
国
分
寺
に
と

っ
て
法

系

の
始
た
る
本
寺
西
大
寺
の
祖
師
群
で
あ
り
、
最
も
敬
祀
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、

高
久
和
尚
に
と
っ
て
も
西
大
寺
長
老
と
し
て
最
も
重
要
、
本
源
的
な
祀
る
べ
き
存

在
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、

「高
珠
」

「高
範
」

「高
秀
」
和
尚
は
高

久
和
尚

の
先
達
長
老
で
あ
り
、
高
字
冠
称
か
ら
見
る
な
ら
ば
師
な
り
法
兄
と
見
る

べ
き
存
在
で
も
あ

っ
た
。
加
え
て

「高
尊
」
「
高
恵
」
「高
勝
」
と
い
っ
た
人
物
も

高
久
和
尚

の
法
兄

・
法
弟
と
見
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
、
西
大
寺
長
老
職
に
有
縁
の

僧
侶
群
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
徳

「太
子
」
、
「光
明
皇
后
宮
」、

「行
基
」
、

弘
法

「
大
師
」
な
ど
が
西
大
寺
、
国
分
寺
両
者
に
有
縁
の
人
物
で
あ

る
こ
と
を
想
う
と
、
そ
の
登
場
す
る
機
縁
が
那
辺
に
あ
る
か
、
推
察
は
可
能
と
な

る
の
で
あ
る
。

防
長
ー
周
防

・
長
門
国
分
寺
僧
高
久
和
尚
は
、
慶
長
八
年
十
二
月
十
三
日
、
八

十
三
才
で
没
し
た
高
秀
和
尚
の
継
嗣
長
老
と
し
て
慶
長
九
年
、
四
五
代
長
老
と
な

り
、
西
大
寺
に
迎
え
ら
れ
て

一
〇
年
を
過
し
慶
長
十
九
年

一
月
八
日
、
八
八
才
で

寂
し
て
い
る
。
人
名
墨
書
埴
皿
中
に

「高
秀
」
和
尚
の
名
が
見
え
て
居
り
、
こ
う

し
た
埴
皿
を
用
い
た
供
養
が
慶
長
九
年
以
降
十
九
年
ま
で
の
内
に
あ
る
こ
と
を
雄

弁
に
物
語

っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
高
久
和
尚
が
西
大
寺
長
老

・
長
門
国
分
寺
住
持

と
し
て
、
西
大
寺
代
々
、
西
大
寺
で
の
法
系
に
あ
る
諸
僧
を
は
じ
め
、
長
門
国
分

寺
代

々
や
檀
越
大
内
家
代

々
、
毛
利
家
二
代
、
或
い
は

「浄
祐
、
妙
西
」
と
い
っ

た
檀
越
夫
妻
も
想
わ
せ
る
地
元
の
信
徒
を
も
含
め
て
長
門
国
分
寺
で
供
養
を
行

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
に
は
高
久
和
尚
は
当
然
と
し
て
毛
利
輝
元
、
元
春
、
隆

景
と
い
っ
た
由
縁
の
檀
越
や
多
く
の
地
元
の
衆
庶
も
姿
を
見
せ
た
に
違
い
な
い
の
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あ
る
。
茜

国
分
寺
開
山
忌
な
り
、
長
門
国
分
寺
に
関
連
す
る

一
種

の
遠
忌

或
い
は
高
久
和
尚
の
西
大
寺
長
老
継
嗣
法
要

と
い

つ
た
祭
儀
が
と
り
行
な
わ
れ
、

・
そ
う
し
た
祭
儀
の
供
養
に
当
り
こ
う
し
た
埴
皿
を
用
い
る
法
会
供
養
の
場
が
見
ら

}
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

…

想
え
ば
長
門
国
分
寺
は
西
大
寺
第
二
代
長
老
慈
真
和
尚
代
・
他
の
国
分
寺
と
共

㎝
に
そ

の
末
寺
に
組
み
こ
ま
れ
、
以
降
連
綿
と

し
て
末
寺

の
位
置
を
保
持
し
て
来
た

…
の
で
あ
る
渓

饗

+
年

長
門
国
分
寺
僧
侶
高
久
和
尚
が
西
大
寺
長
老
に
蓼

「
や

一
層
、
本
寺
に
最
も
緊
密
な
関
係
を
も

つ
寺
と
し
て
長
門
国
分
寺
が
息
ず
く
の

ぞ

あ
る
・
今
回
発
見
さ
れ
た
二
五
〇
枚
に
も
及
ぶ
人
名
墨
書
埴
皿
群
は
・
そ
う
し

た
緊
密
な
西
大
寺
末
寺
長
門
国
分
寺
と
本
寺
西
大
寺
の
関
係
、
立
場
を
物
語
る
極

め
て
重
要
な

「証
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
数
多
い
人
名
、

一
名
数
枚

の
埴
皿
、

一

括
投
棄
の
状
況
か
ら
み
て
、
非
常
に
大
掛
り
な
法
要
の
実
修
が
浮
か
び
上
る
の
で

あ
る
。

「
本
寺

・
末
寺
ー
え
に
し
の
考
古
学
」

の
成
立
を
告
げ
る
貴
重
な
遺
跡
、

一
遺
品
と
し
て
こ
れ
ら
の
埴
皿
は
私
達
の
眼
前

に
あ
る
の
で
あ
る
。
末
寺
、
長
門
国

分
寺

の
盛
儀
を
介
し
て
西
大
寺
の
隆
昌
も
ま
た
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
遠
く
離
れ
て
は
い
て
も
西
大
寺
を
語
る
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
う
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

二
、
平
城
京
右
京
宅
地
胞
衣
壺
記

昭
和
五

一
年
、
奈
良
市
の
委
託
を
受
け
て
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
は
奈
良
市

平
松
町

・
五
条
町
に
か
け
て
建
設
さ
れ
る
京
西
中
学
校
用
地
の
事
前
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は
平
城
宮
跡
第

一
〇

〇
次
調
査
と
さ
れ
る
記
念
す
べ
き
調

査
で
あ

っ
た
。

こ
の
地
域
は
、
平
城
京
右
京

五
条
四
坊
三
坪
に
該
当
し
、
京
内
宅

地

の
展
開
が
た
ど
れ
る
地
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
西
三
坊
大
路
や
五
条
条
間
路
、
南
北
小
路
が
検
出
さ
れ
、
京
内

の
条
坊
制
が
こ
の
地
の
よ
う
に
起
伏
の
激
し

い
地
域
で
も
見
事
に
貫
徹
し
て
い
る

と
い
う
重
要
な
事
実
を
明
確
に
し
、

一
方
、
条
坊
内
、
坪
内
に
整
然
と
並
ぶ
諸
建

物
や
井
戸

の
発
見
か
ら
宅
地
用
益
の
実
態
が
鮮
や
か
に
辿
れ
る
こ
と
を
知
り
え
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
重
要
な
成
果
と
並
ん
で
、
い
ま

一
つ
、
興
味
あ
る
発
見
が

あ

っ
た
。
そ
れ
は
和
同
開
珍
銭
四
枚
、
筆
管
、
墨
挺
を
納
め
た
薬
壷
形
有
蓋
須
恵

器
の
発
見
で
あ
る
。
調
査
者

の
言
を
借
り
て
そ

の
実
際
を
記
す
こ
と
と
し
よ
う
。

墨
挺
は
長
さ

一
〇

・
九
弛
ン。

一
三
確
・程
の
カ
ラ
ス
ミ
形
の
墨
で
あ
る
。
板
状
に

∈

図2第
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練
り
上
げ
た
墨
体
に
舟
形
型
を
型
押
し
て
成
形
し
て
い
る
。
使
用
痕
跡
は
認
め
ら

れ
ず
新
品
の
埋
納
で
あ
る
。
筆
管
は

一
四

・
九
弛ン。

一
端
に
節
を
寄
せ
た
竹
管
で

あ
り
、
無
節
の

一
端
に
筆
毛
を
着
け
た
と
見
え
内
劇
り
す
る
。
表
皮
に
斑
文
な
ど

な
く
篠
竹

の

一
種
か
と
さ
れ
て
い
る
。
和
同
開
珍
は
四
枚
、
新
和
同
に
属
し
、
壷

内
底
に
四
方
を
点
ず
る
形
で
錆
着
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
三
種
の
遺
品
を
納
置
し

た
有
蓋
薬
壺
形
須
恵
器
は
、
壷
高

一
五

・
五
弛
ン、

口
径

一
二

・
一
弛ン、
蓋
は
径

一

二

.
八
弛ン、
高
さ
三

・
八
弛ン
を
測
る
と
い
う
。
薬
壺

の
肩
ま
わ
り
に
は
窯
で
焼
成

す
る
際
覆
蓋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
色
変
が
見
ら
れ
る
が
、
使
用
の
蓋
と
は

径
が

一
致
せ
ず
別
蓋
の
転
用
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
薬
壼

の
時
期
は
平
城
宮
皿

期

(七
五
〇
年
頃
)
、

蓋
は
や
玉
遡
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
用
い
ら

れ
た
時
期
が
八
世
紀
中
葉
に
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
和
同
開
珍
、
筆

管
、
墨
挺
を
納
め
た
有
蓋
薬
壺
形
壷

の

出
土
状
況
は
極
め
て
特
異
で
あ
り
注
目
を
惹
く
も
の
が
あ
る
。
調
査
者
は
こ
の
地

右
京
五
条
四
坊
三
坪
は
縦
横
各
二
区
、
計
四
区
の
宅
地
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
見

て
居
り
、
そ
の
考
え
に
従
え
ぽ
西
北
区
ー

西
北
宅
地
に
該
当
す
る
。
こ
の
西
北
宅

地

の
全
域
が
調
査
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
推

測
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
略

々
、

西
北
区
の
中
心
や
や
東
寄
り
に

一
棟
の
建
物
が
あ
る
。
田
〇
二
五
と
呼
称
さ
れ
る

建
物
で
あ
る
。
桁
行
四
間
、
梁
行
二
間
の
東

西
棟
建
物
で
東
妻
廟
を
も

つ
。
西
妻

廟
は
調
査
区
外
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
柱
間

は
梁
行
が
南
間
六
尺
、
北
間
七
尺
。

桁
行
は
身
舎
七
尺
等
間
、
廟
の
出
八
尺
で
あ

る
。
恐
ら
く
こ
の
建
物
の
南
面
に
は

建
物
は
な
く
庭
を
形
づ
く
っ
て
い
る
可
能
性
が

つ
よ
く
、
東
に
は
な
お
同
列
で
連

な
る
建
物
や
柵
列
が
あ
り
西
に
は
西
面
廟
付
南
北
棟
建
物
が
視
野
を
限
る
形
で
造

ら
れ
て
い
る
。
問
題
と
す
る
中
心
の
建
物
田

〇
二
五
は
、
主
屋
に
該
当
す
る
建
物

と
見
る
よ
り
、
別
に
北
、
西
方
に
よ
り
卓
越
し
た
建
物
を
考
え
て
脇
屋
と
見
る
方

が
妥
当
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
主
題

の
有
蓋
薬
壺
形
須
恵
器
は
、
こ
の
建

物
i
脇
〇
二
五
と
深
い
関
係
を
も

っ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

東
西
棟
建
物
-
田
〇
二
五
、
そ
の
南
側
柱
列
の
中
央
、
五
柱
の
第
三
柱
の
柱
穴

を
切
り
こ
ん
で
、

一
辺
○

・
四
好
、
平
面
隅
丸
方
形
、
下
方
ほ
ど
せ
ば
ま
り
円
形

に
な
る
、
深
さ
○

・
五
塀
の
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
穴
の
底
部

に
直
接
、
先
の
有
蓋
薬
壷
形
須
恵
器
を
正
し
く
据
え
置
き
、
両
者
の
間
に
は
空
隙

な
く
、
暗
褐
色
の
粘
質
土
を
均

一
な
状
況
で
用
い
て
埋
め
て
い
る
。
穴
に
接
し
て

浅
い
凹
み
に
安
山
岩
割
石
が

一
個
あ
り
、
旧
は
穴
上
を
覆

っ
て
い
た
も
の
か
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
有
蓋
薬
壺
形
須
恵
器
を
収
め
た
穴
は
、
明
確
に
柱
穴
の

一

劃
を
切

っ
て
居
り
柱
穴
-
立
柱
後
の
掘
穿
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
田
〇
二

五
建
物

の
南
縁
中
央
柱

に
接
し
、
東
廟
と
の
関
係
か
ら
見
て
出
入
口
に
当
る
場
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
建
物
と
こ
の
埋
納
穴
の
間
に
は
密
接
な
関
連
が
あ
る
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

こ
の
穴
中

の
有
蓋
薬
壷
形
須
恵
器
の
在
り
方

に
つ
い
て

「発
見
時
に
は
蓋
が
密
着
し
、
器
内

に
透
明
の
水
が
満
ち
て
お
り
、
な
か
に
墨
、
筆
管
、
和
同
開
珍
が
入
っ
て
い
た
。

ま
た
底
に
は
泥
状

の
沈
澱
物
が
あ
り
、
微
小
な
骨
片
と
織
物

(絹
)
が
認
め
ら
れ

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
先
の
東
西
棟
建
物
の
用
益
時
が
周
囲
に
散
布
す

る
遺
物
か
ら
平
城
宮
皿
期
と
さ
れ
、
本
須
恵
器
壺
も
同
期
、
蓋
は
や
N
古
し
と
さ

れ
る
だ
け
に
建
物
の
息
ず
い
て
い
る
時
期
に
柱
傍
に
埋
納
さ
れ
た
可
能
性
が

つ
よ

い
の
で
あ
る
。

建
物
の
南
縁

(正
面
)
中
央
柱
に
そ
う
形
で
穿
た
れ
た

一
穴
に
埋
納
さ
れ
た
有

蓋
薬
壷
形
須
恵
器
の
性
格
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
内
に
絹
布

骨
片
、
沈
澱
物
以
外
に
墨
挺

・
筆
管

・
和
同
開
珍
を
収
め
る
と
い
っ
た
内
容
が
語

る
も

の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
快
に
解
く
史
料
が
あ
る
。

。
被
納
胞
衣
、
大
納
言
井
左
小
弁
顕
隆
、
奉
仕
其
事
、
加
入
瓜瓦
中
金
銀
犀
角
墨
筆

小
刀
欲
。

(『
大
記
』
康
和
御
産
部
類
記
)

・
次
入
銭
五
文
於
白
盗
瓶
子
翻
杖
鳩
虹
媚
欲
次
以
胞
衣
入
銭
上
、
次
新
筆

一
管
入
胞

衣
上
、
次
掩
瓶
蓋
、
以
生
気
方
土
塗
塞
之
。
(『玉
蘂
』
承
元
三
年
五
月
廿
五
日
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丁
已
条
)

。
若
君
御
誕
生
永
享
六
年
餌
二
月
九
日
…
…

一
、
納
申
御
胞
衣
ヲ
…
…
白
布
三
尺

ニ
テ
裏
申
、
其
上
ヲ
赤
色
絹

ニ
テ
裏
申
、

二
、
太
平
ト
文
字
ノ
有
銭
ヲ
光
三
文

ト
筆

一
管

ト
、
墨

一
丁
相
副
テ
壺

二
納
申

…
…
(『御
産
所
日
記
』
普
広
院
殿
様

御
時
之
事
)

こ
う
し
た
史
料
の
語
る
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
右
京
五
条
四
坊
三
坪
発
見
の
有
蓋

薬
壷
形
須
恵
器
の
示
す
内
容
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
出

来

よ
う
。

『大
記
』

に
は
金
銀
犀
角
墨
筆
小
刀
の
類
、

『
玉
蘂
』
で
は
銭
五
文
新
筆

一
管
、

『御
産
所
日
記
』
で
は
銭
珊
三
文
筆

一
管
墨

一
丁
と
い
っ
た
品
々
が
胞
衣
の
暴
物

に
副
え
て
容
器
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ

の
共
通
性
は
直
ち
に
首
肯
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
和
同
開
珍
四
枚
、
筆
管

一
管
、
墨
挺

一
挺
は
そ
れ
ぞ
れ
通

じ
合
う
所
か
ら
す
れ
ば
、
絹
布
は
胞
衣
を
包
む
絹
布
で
あ
ろ
う
し
、
骨
片
は
犀
角

乃
至
は
刀
子

の
角
柄
、
沈
澱
物
は
胞
衣
自
体
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
本
壷
と
そ
の
内
容
を
胞
衣
を
め
ぐ
る
文
物
、
従
前
、
正
し

い
意
味
で
は
考
古
学
的
に
立
証
し
が
た
い
慣
行
か
と
さ
れ
て
来
た
胞
衣
-
後
産
を

め
ぐ
る
世
界
が
こ
こ
に
そ
の
姿
を
顕
現
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
発
見
の
有
蓋
須
恵
器
薬
壷
と
そ
の
納
入
文
物
ー
胞

衣
を
め
ぐ
る
慣
行
の
所
産
と
説
い
た
。

こ
う
し
た
納
入
の
手
順
-
式
次
第
も

一
定

の
次
第
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

『
玉
蘂
』
に
よ
れ
ぽ
、
白
甕
瓶
子
の
底
に
銭

文
を
上
に
し
て
五
枚
の
貨
銭
が
配
置
さ
れ
る
と
い
う
。
恐
ら
く
東
西
南
北
と
い
っ

た
四
方
と
中
央
に
各

一
枚
、
計
五
枚
が
置
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
に
胞
衣

(桶
)
を
据
え
、
そ
の
上
に
新
筆

一
管
を
お
い
て
蓋
す
る
と
い
っ
た
経
過
が
記
さ

れ
て
い
る
。
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
例

を
以
上
の
記
事
を
踏
え
て
復
原
す
る

な
ら
ば
、
薬
壷
の
底
に
五
枚
の
和
同
開
珍
を
配
置
し
、
そ
の
上
に
絹
布
で
包
ま
れ

た
胞
衣
を
据
え
、
そ
の
上
に
筆
墨
各

一
点
を
載
せ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
枚

の
和
同
開
珍
銭
は
、
旧
は
五
枚
で
あ
り
、
正
し
く
は
東
南
西
北
中
央
を
劃
す

る
形
で
配
さ
れ
、
現
在
四
枚
中
三
枚
が
銭
文
を
天
に
、

一
枚
が
地
に
向
く
形
を
と

る
が
、

こ
れ
に
は
後
世
の
蝕
解
や
移
転
が
あ

っ
た
と
見
、
旧
は
五
枚
が
共
に
銭
文

を
天
に
向
け
る
形
を
と

っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
筆
管
、
墨
挺
が
胞
衣
上

に
配
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
根
拠
も
筆
管
の
法
量
が
薬
壷
の
高
さ
も
超
え
る
だ

け
に
横
置
き
す
る
こ
と
で
旧
状
が
復
原
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

『
玉
蘂
』

の
語
る
と
こ
ろ
と
ほ
父
規
を

一
に
す
る
手
順
-
次
第
に
よ
っ
て
本
例
が

埋
納
さ
れ
て
い
く
過
程
が
辿
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
本
例
を
胞
衣
を
蔵
し
た
壷
と
見
な
す
と
そ
の
位
置
が
改
め
て
注
目
さ

れ
る
。
胞
衣
を
蔵
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
詳
細
に
こ
れ
を
語
る
史
料
は
乏
し
い
。

『倭
訓
栞
』
で
は

『崔
行
功
小
児
方
』
に

「
凡
胞
衣
、
宜
蔵
子
天
徳
月
徳
吉
方
。

深
埋
緊
築
。
令
児
長
寿
」
と
見
え
る
と
説
く
。
深
く
埋
め
と
あ
る
よ
う
に
地
に
埋

む
る
の
が
基
本
で
あ
ろ
う
。

『
日
次
紀
事
』
皇
子
降
誕
条
に

「今
多
納
東
方
生
気

之
方
吉
田
山
」
と
注
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
皇
子
降
誕
に
当
り
宮
の
東
方
、
生
気
の

方
に
当
る
吉
田
山
に
胞
衣
を
埋
蔵
す
る
と
い
う
よ
う
に
聖
地
を
求
め
撰
び
、
居
宅

空
間
を
離
れ
た
地
に
そ
の
場
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
が
、

一
般
に
は

『
婦

人
養
草
』
に
も
見
え
る
よ
う
に

「都
が
た
に
て
は
地
下
人
の
子
ど
も
生
れ
て
後
、

是
を
門
の
敷
居
の
下
な
ど
に
う
ず
み
、
方
角
を
え
ら
び
納
る
事
、
田
舎
に
て
は
産

家
の
板
敷
の
下

へ
う
ず
み
…
…
さ
れ
ば
不
浄
の
気
を
求
め
、
狐
狸

一
切
の
妖
獣
怪

鳥

こ
れ
を
う
か
が
ひ
産
の
時
障
擬
を
な
す
。
…
…
鬼
門
金
神
を
撰
て
、
屋
敷
の
内

の
た
よ
り
よ
き
所
を
見
た
て
埋
納
む
べ
し
」
と
い
っ
た
屋
敷
内
埋
蔵
の
ケ
ー
ス
が

一
般
で
あ
っ
た
。
古
記
録
に
特
に
胞
衣
埋
蔵
の
地
を
断
り
書
き
し
な
い
理
由
も

こ

う
し
た
屋
敷
ー
産
所
内
に
埋
蔵
す
る
慣
行
が
普
遍
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

本
例
の
場
合
、
東
廟
付
東
西
棟
を
こ
の
壷
と
の
関
連
を
見
る
な
ら
ば
東
廟
と
隣
す

る
問
が
産
室
で
あ
り
、
次
の

一
問
が
産
所
の
出
入
口
、
そ
の
出
入
口
の
柱
許
に
胞

衣
を
埋
蔵
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
東
西
棟

の
痛
を
含
め
た
二
間
が
産
所
ー

産
室
と
見
る
場
合
で
も
、
本
来
こ
う
し
た
構
造
の
建
物
が
す
ま
い
ー
対
屋

・
寝
殿
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と
し
て
機
能
し
て
居
り
、
そ
の

一
劃
を
さ
い
て
産
所

・
産
室
に
宛
て
て
い
る
と
見

て
よ
い
の
で
あ
る
。
平
城
京
右
京
五
条
四
坊

三
坪
例
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
産
所

.
産
室
と
胞
衣
を
蔵
す
る
位
置
が
如
実
に
重

さ
な
り
合
う
稀
有
の
例
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
胞
衣
を
蔵
す
る
位
置
は
必
ず
し
も
地
に
埋
め
ら
れ
る
の
み
で
な
く
、
産

所
天
井
上
に
配
置
さ
れ
る
場
合
も
時
折
、
史
料
に
見
え
る
。

先

に
掲

げ

た

『
玉

蘂
』
で
も

「
次
掩
瓶
蓋
、
以
生
気
方
土
塗
塞
之
」
と
い
っ
た

一
文
に
続
い
て

「次

以
行
兼
令
釣
乾
方
」
と
あ
り
建
物
-
産
所
乾
方

の
柱
な
り
天
井
に
釣
し
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
し
、

『
長
秋
記
』
元
永
二
年
六
月
五
日
条
に
は

「
被
納
御
胞
衣
、
取

入
白
瓶
子
、
以
木
塞
其
口
入
桶
」
れ
終
り
、

一
旦
、
寝
殿
狐
戸
に
結
び
付
け
た
あ

と
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
論
議
が
二
分
し
た
経
緯
を
伝
え
、

「
件
胞
衣
本
条
可
埋

地
之
由
所
見
云
々
、
錐
然
近
来
多
結
付
天
井
等
」
と
記
す
。
地
中
に
埋
納
す
る
ケ

ー
ス
が
本
来
で
あ
る
が
近
年
天
井
に
結
び
付
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
医
家
、
陰
陽
家
は
共
に
地
に
埋
む
べ
し
と
、

光
平
朝
臣
は
天
井

に
結
ぶ
べ
し
と
し
、
結
果
、
御
胞
衣
は
天
井

に
納
む
可
し
と
い

っ
た
裁
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
経
緯
を
見
る
か
ぎ
り
平
安
時
代
後
葉
に

は
次
第
に
貴
紳

の
納
胞
衣
慣
行
は
天
井

へ
と
移
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
胞
衣
と
関
連
し
て
二

・
三
の
注
目
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
記
し
て
お

き
た
い
。

一
は
胞
衣
の
処
置
を
め
ぐ
る
丁
重
な
扱
い
の
実
際
で
あ
る
。

『
玉
蘂
』

は
先
に
掲
げ
た

一
文

の
先
に

「御
湯
間
汲
吉
方
水
、
御
湯
之
問
洗
胞
衣
、
…
…
先

以
清
水
洗
之
、
以
美
酒
洗
之
、
次
以
緋
繰
口
口
」
と
い
っ
た
文
が
あ
り
、
吉
方
の

湯
水
、
清
水
、
美
酒
で
も
っ
て
胞
衣
が
洗
わ
れ
る
事
実
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し

た
経
緯
は

一
世
紀
を
経
た
昭
訓
門
院
の
産
に
も
見
ら
れ
る
。

『
公
衡
公
記
』
昭
訓

門
院
御
産
愚
記
に
は

「御
胞
衣
今
日
奉
洗
之
、
其
儀
」
の

一
文
に
註
し
て

「
女
房

少
輔
局
講

之
洗
之
、
先
以
水
能

々
無
御
血
気
之
程

二
洗
之
、
次
以
清
酒

一
度
洗
之

其
後
柳
入
酒
入
桶
、
置
御
枕
、
其
所
立
几
帳
不
令
寄
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同

記

の
広
義
門
院
御
産
愚
記
に
は
ほ

父
同
文
を
掲
げ
る
が
、
血
気
無
き
程
に
こ
れ
を

洗
う
に
注
し
て
、
或
ひ
は
云
う
九
度
云

々
と
あ
り
、
九
度
に
ま
で
わ
た

っ
て
血
気

を
除
く
た
め
に
洗
う
と
い
っ
た
丁
重
さ
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
続

い
て
行
な
わ
れ
る
御
乳
付
の
儀
に
際
し
、

「次
女
房
奉
抱
上
、
以
綿
纒
指
拭
御
舌

中
弄
舌
血
、
次
奉
含
甘
草
煎
、
次
取
朱
奉
塗
御
唇
、
次
奉
含
牛
玉
」
と
見
え
る
口

中
や
舌
の
血
を
綿
を
指
に
纒
い
拭
い
去
る
こ
と
と
も
関
連
し
、
誕
生
し
た
嬰
児
の

周
囲
か
ら

「
血
の
稼
」
を
除
き
去
る
こ
と
、
清
浄
化
を
は
か
る
こ
と
が
願
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
吉
方
の
方
の
水
、
清
水
、
美
酒
で
清
め
ら
れ
た
胞
衣
は
、
こ

う
し
た
清
浄
な
水
も
の
の
中
で
血
気
を
失
い
浄
化
さ
れ
、
嬰
児
の
別
の

一
人
格
と

し
て
息
ず
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
御
産
所
日
記
』

に
は
永
享
六
年
二
月
九
日
誕
生
し
た
普
広
院
殿
ー
足
利
義
教

の
胞
衣
に
つ
い
て

二

、
納
申
御
胞
衣

ヲ
先
清
水

ニ
テ
七
度
洗
テ
、
後
酒

ニ
テ
三

度
、
其
後
酢

二
浸
、
其
後
白
布
三
尺

ニ
テ
纂
申
、
其
上
ヲ
赤
色
絹

一=
工
曇
申
」
と

あ
り
依
然
と
し
て
丁
重
な
洗
浄
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
胞
衣
が
白
布
三
尺
に
て
つ
つ
ま
れ
、
更
に
赤
色
絹
に
包
ま
れ
る
こ
と
を
記

し
て
い
る
。

『
玉
蘂
』
に
も

「
次
以
緋
鎌
口
口
」
の
句
が
あ
る
が
恐
ら
く
裏
之
の

二
字
が
不
読
個
所
に
記
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
く
、
緋
鎌
に
つ
つ
む
と
解
し
て
誤

り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
胞
衣
は
浄
化
さ
れ
た
後
、
白
布
や
赤

鎌
に
直
接

つ
つ
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
別
に
容
器
に
収
め
て
包
み
こ
む
方
式
を
と
ら

ぬ
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
例
が
有
蓋
須
恵
器
薬
壷

内
に
筆
管
が
遺
存
し
な
が
ら
絹
片
と
沈
澱
物
の
み
で
小
木
製
容
器
を
見
な
い
事
実

は
、
前
記
諸
例
と
同
様
、
白
布
や
赤
色
絹
と
い
っ
た
布
に
包
ま
れ
る
存
在
で
あ

っ

た
こ
と
も
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
布

・
赤
色
絹
の
二
色
の
裏
物
の
意
味
も

興
味
深
い
。
死
、
忌
に
連
な
る
白
色
の
想
ひ
と
、
生
、
動
に
連
な
る
赤
色
の
想
ひ

を
考
え
る
な
ら
ば
白
色
で
包
み
、
そ
の
外
裏
と
し
て
赤
色
絹
-
緋
嫌
を
以
っ
て
す

る
思
惟
は
死
よ
り
生
へ
、
忌
み
の
聖
性
か
ら
晴
れ
の
聖
性

へ
、
不
浄
よ
り
清
浄

へ
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の
転
化
を
語
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
裏
布

の
も
つ
機
能
を
語
り
得
て
妙
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

想
え
ば
、
産
褥
の
場
は
長
い
期
間
、
種

々
の
禁
忌
の
場
と
な
り
、
産
婦
そ

の
人

も
長
い
期
間
、
種

々
の
禁
忌
に
つ
つ
ま
れ
る
。

『
弘
仁
式
』
に
は

「触
稼
忌
事
」

と
し
て
産
忌
が
死
忌
と
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

『
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
十

二
日
条
に
は

「令
産
男
子
、
其
稜
引
来
、
傍
奉
ニ
ケ
日
仮
文
」
、
『中
右
記
』
寛
治

八
年
五
月
廿
日
条
に

「
己
時
平
産
遂
了
、
傍
以
七
ケ
日
籠
居
」
と
見
え
る
よ
う
に

出
産
後
も
、
産
婦

・
産
家
全
体
が
禁
忌
触
稜
中
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

本
例
を
以

っ
て
す
る
な
ら
ば

こ
の
産
屋
ー
産
所
に
あ
る
産
婦

・
産
家
、
全
て
は
こ

う
し
た
忌
に
か
か
わ

っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、

皇
室
や
貴
紳

の
場
合
、

『
玉
葉
』
承
安
三
年

八
月
十
四
日
条
に

「
六
条
坊
門
大
宮

第
旋
鞭
醐
馳
鶴
馳
…
借
供
地
法
、
東
西
南
北
十
歩
之
中
不
可
揮
」
と
あ
る
よ
う
に
、

産
稜
を
さ
け
る
た
め
に
他
家
も
借
り
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、

「
借
地
文
」
を
書
し
て
柱
や
長
押
に
押

し
産
臓

の
及
ぶ
産
所
の
範
囲
を
限
定

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
の
東
西
棟
が
、
こ

の
坪
に
居
住
す
る
官
人
家
に
係
る
産
所
で
あ

る
の
か
、
或
い
は
貴
人
に
借
請
さ
れ

て
の
産
所
で
あ

っ
た
の
か
も
ま
た
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
借
請
産

所
に
胞
衣
を
蔵
す
る
か
否
か
も
ま
た
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
胞
衣
は

本
人
の
分
身
と
考
え
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
だ
け
に
他
宅
に
埋
納
し
た
場
合
の
種

々

の
障
り
、
不
安
は
大
き
い
だ
け
に
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
言
え
よ
う
。

平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪

の
班
給
宅
地

に
見
ら
れ
た
胞
衣
壺
は
、

一
人
の
優

れ
た
官
人
の
誕
生
に
係
る
も
の
で
あ

っ
た
。

金
銀
犀
角

・
筆
管
墨
挺
を
整
え
た
清

浄
な
胞
衣
は
、
多
く
の
史
料
と
つ
き
合
せ
、
相
互
に
語
ら
せ
う
る
こ
と
で
奈
良
朝

貴
紳
の
誕
生

の
秘
儀
を
実
に
詳
細
に
浮
か
び
上
ら
せ
る
重
要
な

一
つ
の
資
料
と
な

っ
た
。
筆
墨
と
い
っ
た
律
令
官
人
の
シ
ン
ボ

ル
が
胞
衣
に
そ
え
ら
れ
、
誕
生
し
た

新
生
児
の
将
来
を
描
く
文
物
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
所
に
官
人
の
夢
が
垣
間
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慣
行

の
遡
源
が
唐
代
官
人
制
を
め
ぐ
る
産
育
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
ま
た
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
く
後

世
に
連
な
る
想
い
が
天
平
時
代
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
え
ぽ
本
資
料
は

一

層
そ
の
価
値
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墳
墓
叢
記

昭
和
五
四
年

一
月
、
奈
良
市
此
瀬
の
丘
陵
で
太
朝
臣
安
萬
侶
卿

の
墳
墓
が
発
見

さ
れ
大
き
な
話
題
と
な

っ
た
。
直
ち
に
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
手
で
詳
細
な
調
査

が
実
施
さ
れ
、
奈
良
朝
貴
紳
の
墳
墓
の
実
態
が
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
し
か

も
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
昭
和
五
六
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
よ
り

大
冊

『
太
安
萬
侶
墓
』
と
題
す
る
報
告
書
の
刊
行
が
あ
り
、
そ
の
内
容
や
関
連
す

る
所
説
が
掲
載
さ
れ
稗
益
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
報
告

書

に
記
載
さ
れ
な
か

っ
た
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
の
周
辺
を
語
る
こ
と
と
し
よ
う
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
の
墳
丘
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
。
後
背
の
丘
を

割

っ
て
四

・
五
齎
の
径
で
劃
溝
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
内
部
に
高
さ
約

一
・
二
齎
の

墳
丘
を
築
く
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
七
世
紀
後
葉
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
高
松

塚
古
墳
な
ど
に
比
し
て
も
、

一
層

の
規
矩
の
縮
小
が
読
み
と
れ
る
墳
丘
で
あ
る
。

一
方
中
央
に
穿
た
れ
て
い
た
墓
壌
は
火
葬
墓
に
相
応
し
く
方
形
の
墓
墳
で
あ
り
、

木
炭
を
敷
き
、
蔵
骨
し
た
木
櫃
を
安
置
し
、
周
囲

・
上
蓋
に
も
木
炭
を
配
し
た
丁

重
な
構
造
を
と

っ
て
お
り
、
除
湿
、
浄
化
の
二
面
に
十
全
の
意
を
は
ら

っ
て
い
る

様
子
が
極
め
て
明
瞭
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。
副
え
ら
れ
て
い
た
墓
誌
、
納
め
ら
れ

た
真
珠
四
穎
か
ら
見
て
も
、
整

っ
た
火
葬
の
制
に
従
う
上
級
官
人
の
姿
が
辿
れ
る

で
あ
ろ
う
。
極
め
て
手

の
こ
ん
だ
構
造
、
優
れ
て
貴
い
副
葬
の
品
を
見
た
時
、
そ

の
墳
丘
規
矩
の
倭
小
さ
は
単
に
薄
葬
と
い
っ
た
制
、
意
識
に
従
う
結
果
に
帰
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
想
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

墳
丘
を
小
規
模
に
と
ど
め
る
に
は
、
そ
れ
相
当
の
理
由
、
根
拠
が
あ

っ
た
と
見
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る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
検
討
す
る
時
、
墳
丘
を
容
れ
る
墓
域
と
い
っ

た
視
座
が
拓
け
て
く
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
い
ま
、
そ
う
し
た
墓
域
を
窺
う
た

め
に
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
に
立
つ
こ
と
と

し
よ
う
。
卿
の
墳
墓
は
東
西
に
流
れ
る

主
尾
根
の
南
斜
面
に
営
ま
れ
て
い
る
。
背
後
に
主
尾
根
の
東
西
に
走
る
稜
背
を
負

っ
て
北
を
限
り
、
前
面
は
視
界
の
拡
り
よ
く
、
燦

々
と
日
当
り
す
る
す
ば
ら
し
い

谷
地
形

の
最
奥
所
を
占
め
、
見
下
ろ
せ
ば
細
渓
が
東
西
に
流
れ
る
様
を
も
望
む
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
墳
丘

の
前
面
左
右
は
小
尾
根
が

一
は
東
南
に

一
は
西
南
に
は
り
出
し
、
他
か
ら
の
視
野
を
遮
り
、
別
天
地
と
も
い
う
べ
き

一
つ

の
世
界
-
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
尾
根
、
枝
尾
根
で

北

・
東

・
西
の
三
方
を
か
ぎ
り
、
南
に
視
界
を
拓
く
環
境
-
世
界
は
、

「
墓
域
」

と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
に
は
、

「
墓
域
」
が
班
給
さ
れ
、
墓
域
内
に
墳
丘
を
築
く
、

そ
の
故
に
こ
そ
、
小
規
模
で
あ
り
得
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
卿
の

墓
域
の
特
色
は
、
そ
の
構
造
に
見
ら
れ
る
。
東
西
を
か
ぎ
る
枝
丘
に
挟
さ
ま
れ
、

次
第
に
幅
を
狭
め
て
い
く
谷
の
最
奥
所
、
最
高
所
に
墳
丘
が
営
ま
れ
て
い
る
。
詳

細
に
検
討
す
る
と
、
谷

の
最
奥
所
は
む
し
ろ
、
や
や
高
味
が
は
り
だ
し
た
感
が
あ

り
、
墳
丘
の
造
営
に
当
り
、
谷

の
最
奥
部
を
平
坦
に
整
地
し
、
そ
の
整
地
面
を
利

し
て
造
墓
し
て
い
る
か
の
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
在
り
方
を
私
た
ち
人

間
-
臥
せ
た
人
間
に
見
立
て
る
な
ら
ば
、
東
西
を
限
る
二
枝
丘
は
両
脚
で
あ
り
、

谷
地
形

の
最
奥
所
は
両
脚
の
付
け
根
で
あ
る
。
陰
陽
を
問
う
空
間
で
あ
る
と
言
つ

て
よ
い
。
墳
丘
は
谷
奥
1

「
陰
」
を
場
と
し
て
築
き
出
さ
れ
、
そ
れ
自
体
地
上
に

顕
然
と
現
れ
で
る
だ
け
に

「
陽
」
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
息
ず

い
て
い
る
の
で

あ
る
。
陰

の
地
に
墓
墳
を
穿
ち
蔵
骨
し
、
墳
丘
を
築
い
て
陽
に
転
じ
て
い
る
と
説

い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
陰
陽
の
転
化
こ
そ
墳
丘
の
機
能
で
あ
り
、
陰
地
の
転
換

-
陽
地
化
の
シ
ン
ボ
ル
こ
そ
墳
丘
の
も

つ
意
味
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

葬
自
体
、
元
来
は
陰
な
る
世
界
の
行
為
で
あ
る
が
、
築
墓
す
る
こ
と
に
よ
り
葬
は

陽
に
転
じ
吉
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
墳
墓

の
占
地
は
、
風
水
の
思
惟
に
基
く
も
の
と
説
く
べ
き
で
あ
る
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿

の
墳
墓
は
風
水
の
思
惟
に
基
い
て
そ
の
位
置
が
決
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
三
方
に
高
所
を
負
い
南
面
を
拓
く
在
り
方
は
、
ま
さ
に
風
水
の
思

惟
の
重
要
な

一
劃
で
あ
る
。
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
の
生
き
た
時
代
の
都
、
藤
原
京
も

平
城
京
も
と
も
に
同
様
な
思
惟
の
上
に
た

っ
て
造
営
さ
れ
て
い
る
。
南
面
す
る
藤

原
宮
が
耳
成
山
を
北
に
、
東

に
香
久
山
、
西
に
畝
傍
山
を
配
す
る
形
、
平
城
宮
も
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北
に
佐
保
丘
陵
、
東
に
東
山
丘
陵
、
西
に
西
山
丘
陵
を
具
え
る
形
を
と
り
、
共
に

帝
都
三
山
鎮
と
し
て
重
要
な
風
水
環
境

の
中
に
営
な
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮

都
と
墳
墓
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
共
に
等
し
く

一
つ
の
基
盤
た
る
思
惟
が
流
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
平
城
宮
に
あ

っ
た
聖
武
天
皇
は
宮

の
北
域
、
ま
さ
に
眼
前
に
宮
を

見
、
奥
、
左
右
に
三
丘
陵
を
配
し
て
永
遠

の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
し
、
光
仁
天
皇

も
、
そ
の
陵
墓
を
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
の
東
北
方
、
田
原
東
陵
と
し
て
築
か
れ
て

い
る
が
、
そ
の
墓
域
は
三
方
山
丘
で
囲
ま
れ
た
内
な
る
世
界
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

小
丘
を
占
め
て
造
墓
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
風
水
の
思
惟
に
意
を
配
し
た
造
墓

の

一
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

光
仁
天
皇
陵
は

「
田
原
東
陵
」
と
呼
ぶ
。
諸
陵
寮
式
に
よ
れ
ば

「兆
域
東
西
八

町
、
南
北
九
町
、
守
戸
五
姻
」
と
さ
れ
て

い
る
。
墓
域
ー
兆
域
を
与
え
ら
れ
る
官

人
と
し
て
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
は
存
在
し
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
風
水
の
理
に

か
な
い
、
広
く
、
眺
望
の
達
す
る
適
地
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
が
彼
を
含
め
官
人
達

の
願
い
で
あ

っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
卿

の
兆
域
ー
墓
域
は

「氏
墓
」
の

一

劃
を
割
い
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
卓

越
し
た
官
人
と
し
て
、

一
人
、
そ
の

人
と
な
り
、
そ
の
名
を
伝
来
す
る
た
め
に
朝
廷
が
賜
与
し
た
墓
域
で
あ

っ
た
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
卿
同
様
、
積
功
の
労
が

ね
ぎ
ら
わ
れ
隣
接
す

る
左
右

の
地
を

「墓
域
」
と
し
て
賜
与
さ
れ
た
貴
紳
の
存
在
も
ま
た
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
南
面
の
小
渓
に
沿
う
道
か
ら
岐
れ
て
谷

を
登
る
、
そ
う
し
た
墓
道
を
登
り
つ

め
て
墳
丘
に
至
る
、
左
右
や
正
面
に
は
松
籟
が
美
し
く
手
入
れ
さ
れ
森
厳
の
趣
き

を
か
も
し
出
す
、
そ
う
し
た
静
寂
な
墓
域
が
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
に
も
与
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

墓
域
は
卿
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
墓
域
か
ら
同
期

の
蔵
骨
器
な
ど

の
発
見
が
将
来
あ
れ
ぽ
そ
れ
は
卿

の
妻
な
り
子
息
の
遺
骨
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
発

見
さ
れ
る
位
置
を
勘
考
す
る
こ
と
で
、
そ

の
詳
細
が
定
め
ら
れ
る
と
私
か
に
私
は

考
え
て
い
る
。
隣
接
す
る
墓
域
の
被
葬
者
像

が
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
併
せ
て
期
す

方
奮
肇
彷
偽
糞

太
餐

安
葛
温
以
装

)

一年
責

査

準

之

衡
峯
争

耳

習

ε

第4図

 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
と
こ
の
墳
墓
が
確
定
で
き
た
根
拠
は

「銅
版
墓
誌
」
の
発

見
に
あ
る
。
発
見
者
竹
西
英
夫
氏
の
手
に
よ
る
発
見
で
あ
る
。
同
氏
の
言
に
よ
れ

ば
木
炭
で
囲
ま
れ
た
南
北
七
八
弛ン、
東
西
三
六
～
三
八
弛ン
、
高
さ
三
〇
弛ン
前
後
の

長
方
形
の
空
間
の
底
に
、
墓
誌
銘
板
は
傭
向
け
て
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
骨

灰
が
山
積
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
墓
誌
銘
板
の
裏
面
に
は
木
材
が
付
着
し
て
居
り

後
日
、
慎
重
な
検
討
を
経
て
分
離
さ
れ
た
が
、
報
告
書
で
は
木
櫃
の
痕
跡
、
木
櫃

の
底
外
面
が
墓
誌
板
に
接
面
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

報
告
書
で
は
、
木
櫃
は
長
さ
六
五
～
六
六
弛ン
、
幅
三
六
～
三
八
勉ン、
高
さ
三
七
～

三
八
弛ン
の
外
形
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
墓
墳
の
壊
底
に
木
炭
を
敷
き
、
や
玉
北
寄

り
中
央
に
墓
誌
銘
板
を
傭
せ
て
置
き
、
そ
の
上
に
木
櫃
を
据
え
、
周
囲
に
木
炭
を

つ
め
、
時
に
は
粘
土
を
入
れ
、
蓋
上
に
も
木
炭
を
覆
う
形
で
埋
め
た
も

の
と
復
原

さ
れ
て
い
る
。
木
櫃
内
全
体

に
火
葬
骨
が
配
さ
れ
る
形
を
と
ら
ず
、
墓
誌
銘
板
の

付
近
か
ら
南
よ
り
に
骨
灰
が
山
積
み
さ
れ
て
お
り
、
木
櫃
を
外
容
器
と
し
、
骨
灰

を
収
め
た
内
容
器
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
木
櫃
は
墓

誌
銘
板
に
接
着
し
て
残
存
す
る
材
に
端
面
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
組
合
式
の
制

に
基
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
の
墳
墓
は
こ
う
し
た
極
め
て
丁
重
な
墓
制
に
従

っ
て
い
る
。

木
櫃
が
墓
誌
銘
板
接
着
部
分
以
外
は
腐
朽
し
尽
し
て
居
る
だ
け

に
、
具

体
的

に

「
櫃
」
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
否
か
も
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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空
間

の
底
面
に
敷
か
れ
た
木
炭
材
は
比
較
的
小
材
で
あ
り
、
四
壁
、
天
井
に
配
置

さ
れ
た
木
炭
材
が
規
矩
の
大
き
い
材
で
あ

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
四

壁
に
板
材
を
当
て
、
天
井
に
も
板
を
配
す

る
と
し
て
も
、
底
面
に
板
材
を
お
か
な

い
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
底
石
を
敷
く
組
合
式
石
棺
と

地
床

の
ま
ま
の
組
合
式
石
棺
の
二
種
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
本
空
間
に
も

「
櫃
」

と
は
異
る

「
棺
」
構
造
が
想
定
可
能
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
た
場
合
、
墓
誌
銘
板
に

接
着
し
て
い
る
木
材
は
、
墓
誌
を
収
め
る

「木
箱
」

の
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
墓
誌
を
収
め
る
銅
製
墓
誌
函
例
は
、
す
で
に
文
忌
寸
彌

麻
呂
墓
の
実
例
が
存
在
す
る
。
こ
の
墓
誌

函
は
丈
高
い
箱
形
で
あ
る
が
、
薄
い
墓

誌
に
相
応
し
い
薄
い
箱
形
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
蓋
を
除
き
墓
誌
銘

板
を
収
め
た
ま
玉
棺
中
に
傭
せ
て
置
く
、
蓋
は
横

に
配
す
る
な
り
、
持
ち
帰
る
と

い

っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
材
が
二
材
か
ら
な
る
と
説
か
れ
る
点

は

「
函
」
を
考
え
る
上
で
不
利
で
あ
る
が

一
説
と
し
て
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
墓
誌
銘
板
が
傭
向
い
て
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
発

見
者
竹
中
英
二
氏
の
説
明
が
あ
り
、
第

一
次
発
見
者
の
信
愚
性
あ
る
発
言
だ
け
に

注
目
さ
れ
る
。
墓
誌
銘
板
の
こ
う
し
た
確
実
な
発
見
例
は
聞
か
な
い
だ
け
に
重
要

な
所
見
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
所
見

に
対
し
て
想
起
さ
れ
る
史
料
が
あ

る
。

『兵
範
記
』
仁
安
二
年
七
月
二
七
日

の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
摂
政
藤
原
基

実

の
遺
骨
を
西
林
寺
塔
中
か
ら
木
幡
山
に
運
び
改
め
葬
る
際
の
記
事
で
あ
り
、

次
奉
殖
山
中
、
先
穿
穴
、
知
足
院
入
道

西
方
去
三
丈
許
、
頗
寄
此
方
、
弾
正
忠

頼
継
、
前
主
殿
允
知
広
役
之
、
次
奉
積
穴
底
、
麓

辱

難

慢

、
次
埋
土
、
其

上
立
五
輪
石
塔
、
又
構
針
貫
、
其
辺
立
六
萬
本
小
卒
塔
婆
、
難

盤

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
事

に
は
直
接
墓
誌
銘
板
に
つ
い
て
の
記
事

は
見
え
な
い
が
、

「
乍
革
袋
う

つ
ふ
し
に
奉
埋
也
、
故
実
也
」
と
い
う
注
目
す
べ

き
文
言
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
基
実
の
遺
骨
は
瓶
に
納
め
ら
れ
生
絹
に
包
み
、

信
基
が
頸
に
懸
け
て
木
幡
山

へ
運
ん
で
い
る
所
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
包
み
を
革
袋

に
収
め
埋
め
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

「
う
つ
ふ
し
」

の
形
を
と

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
の
場
合
、
灰
が
骨
上
を
覆
う
状
況
で

あ

っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
特
異
な
状
況
が
起
る
背
景
に
も
逆
位
ー
ふ
し
て
内
容

器
を
お
く
と
い
っ
た
事
態
が
想
定
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
現
実
に
逆

位
の
蔵
骨
器
例
は
数
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
逆
位
の
思
惟

が
基
実

の
場
合
も
働
き
、
そ
れ
が

「
故
実
に
よ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
故
実
と
は
何
か
が
問
わ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に

『
兵
範
記
』
は

語
ら
な
い
。
し
か
し
、
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
の
遺
骨
も
内
容
器
と
も
逆
位
で
お
か
れ

た
可
能
性
が
あ
り
、
墓
誌
銘
板
も
逆
位
1
う

つ
ぶ
せ
で
あ

っ
た
と
説
か
れ
る
だ
け

に
共
に

「
故
実
」
に
依
拠
し
て
の
扱
い
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、

こ
の

「
故
実
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
関
連
す
る
資
料
に

先
項

の
胞
衣
埋
納
の
諸
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
城
京
右
京
五
条
四
坊
三
坪
発
見
の

胞
衣
壷
中
に
は
、
墨
挺

.
筆
管
と
共
に
五
枚
の
和
同
開
珍
銭
が
あ
り
、
他
に
和
歌

山
県
岡
田
遺
跡
の
胞
衣
皿
に
も
和
同
開
珍
銭
五
枚
、
香
川
県
稲
木
遺
跡
の
胞
衣
壷

か
と
考
え
ら
れ
る
例
に
永
和
昌
宝
五
枚
を
収
め
た
事
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
貨
幣

が
全
て
銭
文
を
上
に
向
け
る
と
い
う
興
味
あ
る
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
銭
文
を
上
に
し
て
用
い
る
こ
と
は
胞
衣
埋
納
の
基
本
で
あ

っ
た

と
見

え

『
玉

蘂
』
に

「
次
入
銭
五
文
於
白
甕
瓶
子
鰻

煙

爆

」
と
あ
る
。

想
え
ば
、
人
の
誕

生
に
当

っ
て
は
銭
文
を
上
に
し
そ
の
上
に
丁
重
に
洗
い
浄
め
ら
れ
た
胞
衣
が
載
せ

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
人
の
死
に
当

っ
て
は
墓
誌
を
傭
せ
蔵
骨
の
器
も
そ
の
上
に
傭

し
て
置
く
、
と
い

っ
た
二

つ
の
世
界
、
生
と
死
、
表
と
裏
と
い
っ
た
対
構
造
が
働

い
て
い
る
と
説
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
誕
生
が
開
、
死
が
閉
、
誕
生
が
陽
な
ら
ば

死
は
陰
と
い

っ
た
相
対
す
る
思
惟
が
中
国
か
ら
齎
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

傭
せ
て
置
く
墓
誌
銘
板
、
灰
骨
は
そ
う
し
た
陰
、
閉
に
通
ず
る
思
惟

・
故
実
に
も

と
ず
い
て
の
行
為
で
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
で
注
目
を
惹
い
た
資
料
に
四
顯
の
真
珠
が
あ
る
。
徹
底
し
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一

、

.
た
調
査
で
確
認
さ
れ
た
品
で
あ
り
数
で
あ
る
だ
け
に
重
要
で
あ
る
。
四
穎
は
共
に

罹
火
し
て
居
ら
ず
、
埋
葬
時

の
納
入
品
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
私
に
は
四
穎

の
真
珠
と
重
さ
ね
て
想
い
起
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
。

「
東
大
寺
大
仏
殿
鎮
壇
具
」

の
名
称
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

一
群

の
優
品
が
そ
れ
で
あ
る
。
東
大
寺
盧
舎

那
仏
の
膝
脚
下
-
台
座
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
点
の
歯
牙
と
鏡
、

太
刀
、
玉
類
に
混
じ
り
水
晶
小
箱
に
収
め
ら
れ
た
四
穎
の
真
珠
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
奥
村
秀
雄
氏
は
、
こ
の

一
群
の
資
料
を
鎮
壇
具
と
す
る
従
来
の
所
見
を
検

討
し
、
歯
牙
は
聖
武
天
皇
の
遺
歯
、
光
明
子
が
天
皇

一
周
忌
に
大
仏
殿
の
落
成
を

果
す
べ
く
工
も
急
が
せ
る

一
方
、
三
宝
の
奴
と
ま
で
自
称
し
た
天
皇
の
遺
骨
と
最

綾
難

睦醤

雛
纏
旙
聖
鰭騒
灘
奮

畿

.
い
も
あ

っ
て
造
立
さ
れ
た
法
華
寺
金
堂
薬
師
如
来
立
像

の
下
か
ら
も
鏡
、
剣
、
玉

一
と
並
ん
で

「あ

こ
や
の
た
ま
」
が
見
出
さ
れ
た
趣
き
が

『法
華
滅
罪
寺
縁
起
』

に

「
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
光
明
皇
后
、
有
縁
の
場
に
真
珠
の
世
界
が
息

一
ず
く
の
で
あ
る
。

四
穎
の
真
珠
、
そ

の
数
に
も
意
味
が
あ

る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
大
寺
盧

舎
那
仏
の
膝
下
の
遺
品
中

の
真
珠
も
四
穎
が
水
晶
製
小
函
に
収
め
ら
れ
て
あ

っ
た

よ
う
に
、
太
朝
臣
安
萬
侶
卿

の
墳
墓
の
奥
深
く
に
納
置
さ
れ
て
い
た
真
珠
も
四
穎

で
あ

っ
た
。
坂
詰
秀

一
氏
は
舎
人
親
王
の
死
に
当
り
東
市
で
瑠
璃
玉
四
頼
を
求
め

}
て
い
る
史
料
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
貴
紳

の
葬
に
あ
た

っ
て
は

「
四
穎
」
の
玉

一
は
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
想
え
ば
盧
舎
那
仏
膝
下

の
遺
品
が
光
明
皇
后
の
夫
君
聖
武
追
慕

の
想
ひ
に
出
ず
る
品
で
あ
り
、
天
皇
遺
愛

の
品

々
に
故
実
に
従
う
品
を
そ
え
て
納
め
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
品

々
の

一
は
聖
武
陵
に
、

一
部
は
盧
舎
那
仏
膝
下
に
、

一
部
は
東
大
寺
正
倉
院
に
、

一
部
は
法
華
寺
本
尊
下
に
、
と
い
う
よ
う

に
分
置
納
置
さ
れ
る
場
合
が
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
四
穎
は
四
極
四
方
、
四
隔
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
重
さ
ね
ら
れ
た

り
普
通
の

「死
」
と
重
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
て
の

「
四
」
頴
で
あ
ろ
う
。

太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
の
真
珠
四
穎
は
、
径
三
、
四

・
三
、
五
、
五

・
五
バー
ト捌
と
い

う
よ
う
に
粒
穎
の
法
量
を
た
が
え
て
居
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
例
え
ば

「四
果
」
の

預
流
果
、

一
来
果
、
不
遺
果
、
極
果
と
い
っ
た
各
果
に
対
応
す
る
と
い

っ
た
在
り

方
に
近
い
発
想
が
あ

っ
た
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
穎
の
真

珠
は
竹
西
英
二
氏
が
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
の
慎
重
な
対
応
か
ら
す
れ

ば
、

こ
の
四
穎
は
接
近
し
た
位
置
に
集
中
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

蔵
骨
し
た
内
容
器
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
か
、
別
に
袋
な
り
小
函
に
収
め
ら
れ
て

い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
後
者
の
事
例
が
考
え
易
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
蔵
骨
内
容
器
の
か
た
は
ら
に
副
え
た
真
珠

の
小

箱
も
想
い
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
私
は
想
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
太
朝
臣

安
萬
侶
郷

の
妻
や
子
女
の
敬
慕
と
愛
惜
の
想
い
の
中
で
、
そ
の
遺
骨

の
傍
ら
に
そ

え
お
か
れ
た
故
実
に
基
く
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
武
帝
に
光
明

子
が
あ
る
よ
う
に
、
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
に
も
そ
う
し
た
子
女

の
想
い
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
重
要
な
、
優
れ
た
品
で
あ
り
、
死
-
還
魂

の
想
ひ
、
絆
の
き
れ
る
こ
と

を
指
し
示
す
存
在
で
あ

っ
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
太
朝
臣
安
萬
侶
卿
墓
は
、

極
め
て
簡
潔
な
、

一
見
薄
葬

の
極
に
あ
る
か
の
如
く
に
見
え
る
も
の
の
、
そ
の
実

極
め
て
整
然
た
る
墓
域
ー
兆
域
が
与
え
ら
れ
、
故
実
に
則

っ
た
埋
葬
、
墓
誌
、
置
ハ

珠
の
納
置
と
い
っ
た

一
面
を
垣
間
見
せ
、
強
く
ま
じ
な
ひ
ー
故
実
の
世
界
を
漂
わ

せ
た
墳
墓
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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ArchaeologyofYamato(1)

MIZUNO

Summary

ThefollowingthreetopicsonYamatoaredescribedinthispaper.

1.SaidaijiandNagato-kokubur蝉itemple:Manydishes,oneachofwhichhuman

namewaswritten,wereexcavatedattheNagato-kokubunji.Byexaminingthem,

theauthorexplainsthatformerlyapriestofthekokubunjinamedKokyuused

thematthememorialserviceforthepersonsconcernedthetemple,afterhegot

thesuperiorstateoftheSaidaiji.

2.TheurnkeepingaplacentafoundattheruinsofHeijocapital:Anurn,containing

coins,awritingbrush,aninkandarobe,wasexcavatednearapostholeat3

rd`tsubo',4thwardofstheavenue,Westernsectioninthecapital.Accordingto

thewrittensourcesofGyokuzuiandotherreferences,thereligiousmannerof

placentainNaraperiodcanbeconstructed.

3.OnoYasumaro'sgrave:Theauthorreconstructsthefuneralmannersandcustoms

withcharacteristicofTaoisminNaraperiodbyobservingthegravestructureand

abronzefuneraryplaqueandfourperlscontainedinthecoffin.

■


